






１.本工事において、建設工事請負基準約款第38条で定める「部分払指定工事材料等」は、

製造工場等にある工場製品を含め下記のとおりとする。

　　なお、約款第14条第2項の規定により監督員の検査を受けて使用すべきと指定するものは

備考欄を参照のこと。

№ 材　料　名 仕 様 等 備　考

1 高圧引込盤 (HP-101) 1 式 検査対象

2 高圧受電盤 (HP-102) 1 式 検査対象

3 発電母線盤 (HP-103) 1 式 検査対象

4
脱水機棟動力変圧器一次/照明
変圧器一次盤

(HP-104) 1 式 検査対象

5
照明変圧器一次/NO.1動力変圧
器一次盤

(HP-105) 1 式 検査対象

6
NO.2動力変圧器一次/コンデン
サ一次盤

(HP-106) 1 式 検査対象

7 VT/ZPD盤 (HP-107) 1 式 検査対象

8 NO.1コンデンサ盤 (HP-108) 1 式 検査対象

9 NO.2コンデンサ盤 (HP-109) 1 式 検査対象

10 NO.3コンデンサ盤 (HP-110) 1 式 検査対象

11 NO.1動力変圧器エネセーバ盤 (LP-101) 1 式 検査対象

12 NO.1動力変圧器盤 (LP-102) 1 式 検査対象

13 400V-200Vフィーダ盤 (LP-103) 1 式 検査対象

14 NO.2動力変圧器エネセーバ盤 (LP-104) 1 式 検査対象

15 NO.2動力変圧器盤 (LP-105) 1 式 検査対象

16 400V母線連絡盤 (LP-106) 1 式 検査対象

責に帰すべき事由により生じたもののほかは、乙（請負者）がその費用を負担する。

部 分 払 い に 関 す る 特 記 仕 様 書

数 量

特　記

1．機器については、上越市の工場検査により、合格したものを部分払いの対象とする。

2．部分払いにより検査に合格した既済部分の所有権は甲（上越市）に移転する。

ただし、工事の目的物全部の引渡しが完了するまでの間、当該既済部分の保管は

乙（請負者）の責任とし、目的物全部の引渡しまでに生じた損害は、甲（上越市）の



№ 材　料　名 仕 様 等 備　考

17 400Vフィーダ盤 (LP-107) 1 式 検査対象

18 建築照明変圧器盤 (LP-108) 1 式 検査対象

19 無停電電源装置 (UPS-101～104) 1 式 検査対象

20
消化ガス発電設備連絡遮断器
盤　機能増設

(HP-11) 1 式 ―

21 直流電源装置　機能増設 (DC-01) 1 式 ―

22
受変電・自家発設備/プロセス
入出力盤

(R-SQC-101) 1 式 検査対象

23
受変電・自家発設備/プロセス
入出力盤

(R-BRB-101) 1 式 検査対象

24
高田幹線沈砂池汚水ポンプブロ
ワ設備コントローラ　機能増設

(SPB-SQC-01) 1 式 ―

25
水処理設備(1)コントローラ
機能増設

(JF1-SQC-01) 1 式 ―

26
水処理設備(2)コントローラ
機能増設

(JF2-SQC-01) 1 式 ―

27 LCD監視制御装置　機能増設 (LCD-01N,02N) 1 式 ―

数 量



第１.下請発注について

受注者は、本建設工事の施工に当たり工事の一部を下請企業に請け負わせて施工しよう

とする場合には、下請企業を上越市内企業の中から選定するよう努めるものとする。

第２.建設資材発注について

受注者は、本建設工事の施工に当たり建設資材を発注しようとする場合には、納入企業を

上越市内企業の中から選定するよう努めなければならない。

また、上越市産資材がある場合には、他に優先して使用するよう努めるものとする。

１.本工事に使用する電力（試運転調整を含み､現場事務所分を除く｡以下､同じ｡)は、既設

　配電盤等から支給を受けるものとし、使用電力量にかかる費用(以下､「仮設電力量料金」

　という｡）は受注者の負担とする。（有償支給）

２.仮設電力量料金の積算方法及び支払い方法等については、発注者と協議を行うものとする。  

３.本工事に使用する水道水は有償支給とし､処理水については既施設から無償で使用できる

　ものとする。 

上越市発注建設工事における市内下請及び資材発注に関する特記仕様書

仮設電力量料金等に関する特記仕様書



１.目　的

本仕様書は建設工事に伴う、騒音、振動の発生をできる限り防止することにより、生活環境の

保全と円滑な工事の施工を図ることを目的とする。

２.適　用

本工事箇所は、騒音、振動を防止することにより、住民の生活環境を保全する必要がある

ため、施工計画書で騒音、振動対策を明記すること。

３.遵守する法令

騒音、振動対策の施工にあたっては、騒音規制法、振動規制法及び新潟県生活環境の保全等に

関する条例等を遵守すること。

４.対策の主な基本事項

  1)騒音、振動対策については、騒音、振動の大きさを下げるほか、発生期間を短縮するなど

　　全体的に影響の小さくなるように次の事項について検討すること。

　　(1)低騒音、低振動の施工法の選択　  　  

　　(2)低騒音型建設機械の選択

　　(3)作業時間帯、作業方法の設定    　

　　(4)騒音、振動源となる建設機械、設備の配置

  2)建設機械の運転については以下に示す配慮をすること。

    (1)現場管理等に留意し、不必要な騒音、振動を発生させない。

    (2)建設機械等は、整備不良による騒音、振動が発生しないように点検、整備を行う。

    (3)作業待ち時には、建設機械等のエンジンをできる限り止め、不必要な騒音、振動を発生

　　　させない。

５.対策の具体的事項

  1)土工（掘削、積込み作業）

    (1)掘削、積込み及び締固め作業は、低騒音型建設機械の使用を原則とする。

    (2)掘削(舗装版等)は衝撃力による施工を避け、無理な負荷をかけないよう丁寧に運転する。

  2)土留工・構造物取り壊し工は、騒音、振動に関して苦情の多い工種であるので十分配慮する。

　　特に取り壊しにおいて、小割を必要とする場合は騒音、振動の影響の少ない場所で小割する

　　方法を検討する。

    

　3)覆工板（路面覆工）の取付けでは、段差、通行車両による、がたつき、跳ね上がり等による

　　安全対策をはじめ、騒音、振動の防止にも留意する。

  4)空気圧縮機・発動発電機は低騒音型建設機械の使用を原則とする。

騒音・振動対策に関する特記仕様書
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1-1-12 工事対象物の保管責任 

請負者は、工事が完成し、引渡し完了までの工事対象物の保管責任を負わなければな

らない。 

なお、工事中に発生した撤去機器等、再利用するための機材等についても、随時引渡

し確認が完了するまで同様とする。 

 

1-1-13 軽微な変更 

本工事施工中、構造物、機械設備等の関係でおこる機器の位置変更、配線及び配管経

路変更等の軽微な変更は請負金額に増減なく施工するものとする。 
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第２節 屋内・屋外配線工事 

 1-2-1  金属管配線工事 

  (1) 電線管・同付属品 

    本工事に使用する電線管は、特記なき限り耐衝撃性硬質ビニル電線管（ＨＩＶＥ）を 

使用する。電線管、同付属品、ボックス類はすべてＪＩＳ規格に従い製作したもので 

製造会社のマークを明確に表示したものを使用すること。 

 

  (2) 配管方式 

    ｲ.各アウトレットの位置、機器の配置および配管径路の決定は設計図書を参照して 

詳細なる施工図を作成し、監督員の承認を得た後に施工することとし、施工図作成

に関しては建設業者および他工事業者との連絡を密にして、施工上の取合、納り等

に支障を期たす事のなき様、充分なる注意をすること。 

    ﾛ.配管は後日の電線引き替えを考慮して極端な屈曲や盲ボックス等は極力避けるこ

と。必要と思われる部分には監督員の指示により十分な寸法を有するジャンクショ

ンボックスまたはプルボックスを設けること。 

    ﾊ.露出配管工事となる配管は堅固に構造体に固定し、管がボックスに接続される部分

は必ずボックス側壁に垂直に管を挿入し、斜めに取付けてはならない。電線管の端

はダブルロックナットにより締付け、電線引出口には絶縁ブッシングを使用するこ

と。なお負荷側の電線引出口はアングルボックスコネクター、又はコンビネーショ

ンカップリングを取付けビニル被覆フレキシブルコンヂットにより機器側のハブに

締付けること。 

    ﾆ.電線管および付属品は、機械的に完全に連結し、接地線より配管最終端に至る間の

導体抵抗を２オーム以下に保持すること。電線と付属品、ボックス類との間にはア

ースボンドを確実にとり、半田揚げによるものは工事後十分に拭い、防錆処理を施

すこと。 

    ﾎ.湿気のある場所および雨のかかる場所においては、防水構造とし、内部に水が侵入

し難いよう施設すること。 

 1-2-2  金属ダクト配線工事 

  (1) 金属ダクト・同付属品金属ダクトは厚さ 2.0mm 以上の耐食アルミ合金板（ダクト断

面積の小さい場合で十分堅ろうに製作できる場合は 1.6mm 以上) を使用して堅ろう

に製作する。屈曲部の大きさは収容するケーブルの屈曲半径がケーブル外径の６倍

以上（高圧の場合は 10 倍以上）となるようにする。なお、施工および内部の点検に

便利な構造とし、製作前に製作図面を提出して監督員の承認を受け、承認後製作に

着手すること。 

 



１－５ 

  (2) 施  工 

    ｲ.ダクトの支持点間の距離は設計図書に明示なき場合は２ｍ以下とし、監督員の指示

する方法で構造物に堅固にとりつける。なお、ダクトをコンクリートに取付ける場

合はあらかじめ適当な取付用インサート又はボルトなどを埋込む。               

既存部分については監督員の指示する方法で支持する。 

    ﾛ.ダクト内には塵埃・水分等が侵入しないようにすること。 

    ﾊ.ダクト相互およびダクトと配電盤との接続はつき合せを完全にし、ボルトなどによ

り機械的に堅固に接続する。また、軟銅線、銅帯または平編錫メッキ銅線により電

気的に完全に接続すること。 

    ﾆ.ダクトには下記接地工事を施すこと。 

      高圧用  Ａ種接地工事 

      低圧用  Ｃ種接地工事 

            Ｄ種接地工事 

    ﾎ.ダクト内では原則として電線の接続を行なってはならない。 

    ﾍ.ダクト内の電線は各回路毎にひとまとめにして、電線支持金物上整然と並べて、ビ

ニルバインド線などにより堅固にとりつける。なお、監督員の指示する場所には、

各回路毎にその回線の太さ、番号、用途、行先などを明記した名札（プラスチック、

ファイバー等）を取付ける。 

 

 1-2-3  ケーブルラック配線工事 

  (1) ケーブルラック・同付属品 

    ｲ.使用ラックは原則として耐食アルミ製とする。 

    ﾛ.ケーブルラックの支持点間は、２ｍ以内とする。 

    ﾊ.ケーブルラックの終端には、ケーブルエンドを設ける。 

    ﾆ.ケーブルラックの接続は、ボルトなどにより機械的に完全に接続する。 

    ﾎ.エキスパンション、ジョイント部分を考慮して施工すること。 

    ﾍ.ケーブルラックの端部及び自在屈曲部には、軟銅線により電気的に完全に接続する。

その接続は、無半田接続とする。 

 

   (2) 施  工 

    1-2-2 (2)項に準ずる。 
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  (3) 本工事で更新する配線工事にて、防火区画処理を行っている箇所においては、防火

区画処理材等の補修を行うものとする。 

 

  (4) 本工事で更新する配線工事にて、ハンドホールのケーブル貫通箇所においては、防

水処理（シーリング）を施すものとする。 

 

第３節 接地工事                                             

 1-3-1  接地工事の種別                                

  本工事において施工する接地工事は下記の通りとする。 

  (1) Ａ種接地工事 

  (2) Ｂ種接地工事 

  (3) Ｃ種接地工事 

  (4) Ｄ種接地工事 
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第 ２ 章  受 変 電 設 備 工 事  

 

第 １ 節  一 般 事 項  

 

2- 1- 1  概  要  

 本 工 事 は 、 沈 砂 池 機 械 棟 受 変 電 設 備 更 新 に 必 要 な 電 気 設 備 工

事 を 行 う も の で あ る 。  

 

2- 1- 2  設 備 機 器  

(1)高 圧 引 込 盤 (HP- 10 1 )                1式  

(2 )高 圧 受 電 盤 (HP- 10 2 )                1式  

(3 )発 電 母 線 盤 (HP- 10 3 ) 1式  

(4 )脱 水 機 棟 動 力 変 圧 器 一 次  

/脱 水 機 棟 照 明 変 圧 器 一 次 盤 (HP- 10 4)       1式  

      ( 5 )照 明 変 圧 器 一 次 /No. 1動 力 変 圧 器 一 次 盤 (HP- 10 5 )    1式  

(6 )N o .2動 力 変 圧 器 一 次 /コ ン デ ン サ 一 次 盤 (HP-1 06 )    1式  

      ( 7 ) V T /Z P D盤 (HP- 10 7 )                 1式  

      ( 8 ) N o .1コ ン デ ン サ 盤 (HP- 108 )             1式  

      ( 9 ) N o .2コ ン デ ン サ 盤 (HP- 109 )             1式  

      ( 1 0 )N o .3コ ン デ ン サ 盤 (HP- 110 )             1式  

         ( 11 )N o .1動 力 変 圧 器 エ ネ セ ー バ 盤 (LP-1 0 1)        1式  

(1 2) N o. 1動 力 変 圧 器 盤 (LP-1 02 )                1式  

(1 3) 4 00 V- 20 0 Vフ ィ ー ダ 盤 (LP-1 0 3)                1式  

(1 4) N o. 2動 力 変 圧 器 エ ネ セ ー バ 盤 (LP- 1 04 )        1式  

(1 5) N o. 2動 力 変 圧 器 盤 (LP-1 05 )                1式  

(1 6) 4 00 V母 線 連 絡 盤 (LP- 1 06 )                   1式  

(1 7) 4 00 Vフ ィ ー ダ 盤 (LP- 1 07 )                   1式  

(1 8)建 築 照 明 変 圧 器 盤 (LP-1 08 )             1式  

(1 9)停 電 電 源 装 置 (UPS -1 0 1～ 104 )            1式  

(2 0)直 流 電 源 装 置 (DC- 01 )機 能 増 設  1式  

(21)消 化 ガ ス 発 電 設 備 連 絡 遮 断 器 盤 (HP- 1 1 )機 能 増 設    1式  

 

2- 1- 3  工 事 範 囲  

      ( 1 ) 2 - 1- 2設 備 機 器 の 製 作 、 据 付 、 機 能 増 設 、 調 整 工 事  

      ( 2 ) 2 - 1- 2設 備 機 器 の 動 力 、 制 御 ケ ー ブ ル 配 線 接 続 工 事  
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(3)盤 架 台 製 作 据 付 工 事  

(4)接 地 幹 線 へ の 接 続 工 事  

(5)配 線 に 必 要 な 電 路 工 事  

(6)受 変 電 更 新 に 伴 う 撤 去 工 事  

(7)そ の 他 必 要 な 工 事  

 

 

 



 

 

２ － ３  

第 ２ 節  機 器 仕 様  

2-2- 1  高 圧 引 込 盤 (HP-1 0 1)              

( 1 )数  量     1式  

(2 )形  式     屋 内 キ ュ ー ビ ク ル 型  

(3)寸  法 (参 考 ) W1 0 00×H23 0 0×D200 0(m m ) 

( 4 )仕  様  

 ① 断 路 器 (3P 7. 2 kV  60 0A  20 kA )  

 ② 避 雷 器 (8.4 kV  5 k A) 

 ③ VCT (支 給 品 )取 付  

(5)そ の 他  

 ・ 図 面 及 び 運 転 操 作 方 案 に よ る 。  

 

    2 - 2 - 2  高 圧 受 電 盤 (HP- 10 2)             

( 1 )数  量     1式  

(2 )形  式     屋 内 キ ュ ー ビ ク ル 型  

(3)寸  法 (参 考 ) W8 0 0×H230 0×D20 00 (mm ) 

( 4 )仕  様  

 ① 真 空 遮 断 器 (7.2 k V  6 00 A  1 2. 5k A )  

 ② 計 器 用 変 流 器 (300 -1 5 0/ 5A ) 

 ③ ユ ニ ッ ト コ ン ト ロ ー ラ (盤 面 取 付 ) 

  搭 載 機 能  

・ 保 護 機 能  

・ 表 示 機 能  

・ 操 作 機 能  

・ 伝 送 機 能 ※ 受 変 電 ・ 自 家 発 設 備 プ ロ セ ス 入 出 力 盤 と 伝 送  

(5)そ の 他  

 ・ 図 面 及 び 運 転 操 作 方 案 に よ る 。  

  

2 - 2- 3  発 電 母 線 盤 (HP-1 0 3)             

( 1 )数  量     1式  

(2 )形  式     屋 内 キ ュ ー ビ ク ル 型  

(3)寸  法 (参 考 ) W8 0 0×H230 0×D20 00 (mm ) 

( 4 )仕  様  

 ① 真 空 遮 断 器 (7.2 k V  6 00 A  1 2. 5k A )  

 ② 計 器 用 変 流 器 (200 -1 0 0/ 5A ) 
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③ 計 器 用 変 圧 器  

 ④ ユ ニ ッ ト コ ン ト ロ ー ラ (盤 面 取 付 ) 

  搭 載 機 能  

・ 保 護 機 能  

・ 表 示 機 能  

・ 操 作 機 能  

・ 伝 送 機 能 ※ 受 変 電 ・ 自 家 発 設 備 プ ロ セ ス 入 出 力 盤 と 伝 送  

(5)そ の 他  

 ・ 図 面 及 び 運 転 操 作 方 案 に よ る 。  

 

2- 2- 4  脱 水 機 棟 動 力 変 圧 器 一 次 /脱 水 機 棟 照 明 変 圧 器 一 次 盤 (HP-1 04 ) 

( 1 )数  量     1式  

(2 )形  式     屋 内 キ ュ ー ビ ク ル 型  

(3)寸  法 (参 考 ) W8 0 0×H230 0×D20 00 (mm ) 

( 4 )仕  様  

 ① 真 空 遮 断 器 (7.2 k V  6 00 A  1 2. 5k A )  

 ② 計 器 用 変 流 器 (100 /5 A ) 

 ③ 計 器 用 変 流 器 (15/ 5A ) 

 ④ 零 相 変 流 器  

 ⑤ ユ ニ ッ ト コ ン ト ロ ー ラ (盤 面 取 付 ) 

  搭 載 機 能  

・ 保 護 機 能  

・ 表 示 機 能  

・ 操 作 機 能  

・ 伝 送 機 能 ※ 受 変 電 ・ 自 家 発 設 備 プ ロ セ ス 入 出 力 盤 と 伝 送  

(5)そ の 他  

 ・ 図 面 及 び 運 転 操 作 方 案 に よ る 。  

 

2- 2- 5  照 明 変 圧 器 一 次 /No.1動 力 変 圧 器 一 次 盤 (HP- 10 5) 

( 1 )数  量     1式  

(2 )形  式     屋 内 キ ュ ー ビ ク ル 型  

(3)寸  法 (参 考 ) W8 0 0×H230 0×D20 00 (mm ) 

( 4 )仕  様  

 ① 真 空 遮 断 器 (7.2 k V  6 00 A  1 2. 5k A )  

 ② 計 器 用 変 流 器 (20/ 5A ) 
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 ③ 計 器 用 変 流 器 (150 /5 A ) 

 ④ ユ ニ ッ ト コ ン ト ロ ー ラ (盤 面 取 付 ) 

  搭 載 機 能  

・ 保 護 機 能  

・ 表 示 機 能  

・ 操 作 機 能  

・ 伝 送 機 能 ※ 受 変 電 ・ 自 家 発 設 備 プ ロ セ ス 入 出 力 盤 と 伝 送  

(5)そ の 他  

 ・ 図 面 及 び 運 転 操 作 方 案 に よ る 。  

 

2- 2- 6  No .2動 力 変 圧 器 一 次 /コ ン デ ン サ 一 次 盤 (HP- 10 6) 

( 1 )数  量     1式  

(2 )形  式     屋 内 キ ュ ー ビ ク ル 型  

(3)寸  法 (参 考 ) W8 0 0×H230 0×D20 00 (mm ) 

( 4 )仕  様  

 ① 真 空 遮 断 器 (7.2 k V  6 00 A  1 2. 5k A )  

 ② 計 器 用 変 流 器 (150 /5 A ) 

 ③ 計 器 用 変 流 器 (50/ 5A ) 

 ④ ユ ニ ッ ト コ ン ト ロ ー ラ (盤 面 取 付 ) 

  搭 載 機 能  

・ 保 護 機 能  

・ 表 示 機 能  

・ 操 作 機 能  

・ 伝 送 機 能 ※ 受 変 電 ・ 自 家 発 設 備 プ ロ セ ス 入 出 力 盤 と 伝 送  

(5)そ の 他  

 ・ 図 面 及 び 運 転 操 作 方 案 に よ る 。  

       

2 - 2- 7  VT /Z P D盤 (HP- 1 07 )    

( 1 )数  量     1式  

(2 )形  式     屋 内 キ ュ ー ビ ク ル 型  

(3)寸  法 (参 考 ) W8 0 0×H230 0×D20 00 (mm ) 

( 4 )仕  様  

 ① 零 相 電 圧 検 出 器   

 ② 計 器 用 変 圧 器  

 ③ 保 護 継 電 器  
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(5)そ の 他  

 ・ 図 面 及 び 運 転 操 作 方 案 に よ る 。  

           

    2 - 2 - 8  N o .1コ ン デ ン サ 盤 (HP- 108 )          

( 1 )数  量     1式  

(2 )形  式     屋 内 キ ュ ー ビ ク ル 型  

(3)寸  法 (参 考 ) W8 0 0×H230 0×D20 00 (mm ) 

( 4 )仕  様  

 ① 真 空 開 閉 器 (7.2 k V  2 00 A  4 kA )  

 ② 計 器 用 変 流 器 (10/ 5A ) 

 ③ 保 護 継 電 器  

 ④ 進 相 コ ン デ ン サ (50k v ar  6 %リ ア ク ト ル 付 ) 

(5 )そ の 他  

 ・ 図 面 及 び 運 転 操 作 方 案 に よ る 。  

 

    2 - 2 - 9  N o .2コ ン デ ン サ 盤 (HP- 109 )           

( 1 )数  量     1式  

(2 )形  式     屋 内 キ ュ ー ビ ク ル 型  

(3)寸  法 (参 考 ) W8 0 0×H230 0×D20 00 (mm ) 

( 4 )仕  様  

 ① 真 空 開 閉 器 (7.2 k V  2 00 A  4 kA )  

 ② 計 器 用 変 流 器 (15/ 5A ) 

 ③ 保 護 継 電 器  

 ④ 進 相 コ ン デ ン サ (100 k va r 6%リ ア ク ト ル 付 ) 

(5 )そ の 他  

 ・ 図 面 及 び 運 転 操 作 方 案 に よ る 。  

 

  2 - 2 -1 0 N o. 3コ ン デ ン サ 盤 (HP- 11 0 ) 

( 1 )数  量     1式  

(2 )形  式     屋 内 キ ュ ー ビ ク ル 型  

(3)寸  法 (参 考 ) W8 0 0×H230 0×D20 00 (mm ) 

( 4 )仕  様  

 ① 真 空 開 閉 器 (7.2 k V  2 00 A  4 kA )  

 ② 計 器 用 変 流 器 (20/ 5A ) 

 ③ 保 護 継 電 器  
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 ④ 進 相 コ ン デ ン サ (200 k va r 6%リ ア ク ト ル 付 ) 

(5 )そ の 他  

 ・ 図 面 及 び 運 転 操 作 方 案 に よ る 。  

 

  2 - 2 -1 1 N o. 1動 力 変 圧 器 エ ネ セ ー バ 盤 (LP-1 01 )      

( 1 )数  量     1式  

(2 )形  式     屋 内 キ ュ ー ビ ク ル 型  

(3)寸  法 (参 考 ) W9 0 0×H230 0×D23 00 (mm ) 

( 4 )仕  様  

 ① 負 荷 開 閉 器 (7.2 k V  2 00 A  4 0k A 抵 抗 付 ) 

※ 励 突 抑 制 機 能 付  

(5)そ の 他  

 ・ 図 面 及 び 運 転 操 作 方 案 に よ る 。  

 

2- 2- 1 2 No .1動 力 変 圧 器 盤 (LP-1 0 2)             

( 1 )数  量     1式  

(2 )形  式     屋 内 キ ュ ー ビ ク ル 型   

(3 )寸  法 (参 考 ) W2 2 00×H23 0 0( +6 00 )×D230 0 (m m) 

( 4 )仕  様  

 ① モ ー ル ド 変 圧 器 (3φ 1000k VA 6. 6k V /4 2 0- 2 10 V) 

( 5 )そ の 他  

 ・ 盤 上 部 に 母 線 ボ ッ ク ス を 取 付 け る 。  

・ 図 面 及 び 運 転 操 作 方 案 に よ る 。  

  

2 - 2- 1 3 40 0V - 20 0Vフ ィ ー ダ 盤 (LP- 10 3)              

( 1 )数  量     1式  

(2 )形  式     屋 内 キ ュ ー ビ ク ル 型  

(3)寸  法 (参 考 ) W2 0 00×H23 0 0(＋ 600 )×D2300 (m m ) 

( 4 )仕  様  

 各 負 荷 へ の 給 電 が 可 能 な よ う 配 線 用 遮 断 器 を 設 け 、 電 気 室 外

に 給 電 す る も の に つ い て は 地 絡 保 護 機 能 を 有 す る 。 ま た 、 電 力

量 計 付 き の 配 線 用 遮 断 器 は 伝 送 機 能 を 有 し 、 受 変 電 ・ 自 家 発 設

備 プ ロ セ ス 入 出 力 盤 に 電 力 量 信 号 を 伝 送 す る 。  

 N o . 1主 幹 に つ い て は N o . 2主 幹 及 び 母 線 連 絡 遮 断 器 と イ ン タ ー

ロ ッ ク を 構 築 す る 。  
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(5)そ の 他  

   ・ 盤 上 部 に 母 線 ボ ッ ク ス を 取 付 け る 。  

 ・ 図 面 及 び 運 転 操 作 方 案 に よ る 。  

 

2- 2- 1 4 No .2動 力 変 圧 器 エ ネ セ ー バ 盤 (LP- 10 4 )      

( 1 )数  量     1式  

(2 )形  式     屋 内 キ ュ ー ビ ク ル 型  

(3)寸  法 (参 考 ) W9 0 0×H230 0×D20 00 (mm ) 

( 4 )仕  様  

 ① 負 荷 開 閉 器 (7.2 k V  2 00 A  4 0k A 抵 抗 付 ) 

※ 励 突 抑 制 機 能 付  

(5)そ の 他  

 ・ 図 面 及 び 運 転 操 作 方 案 に よ る 。  

 

2- 2- 1 5 No .2動 力 変 圧 器 盤 (LP-1 0 5)             

( 1 )数  量     1式  

(2 )形  式     屋 内 キ ュ ー ビ ク ル 型  

(3)寸  法 (参 考 ) W1 8 00×H23 0 0×D200 0(m m ) 

( 4 )仕  様  

 ① モ ー ル ド 変 圧 器 (3φ 1000k VA 6. 6k V /4 2 0V ) 

( 5 )そ の 他  

  ・ 図 面 及 び 運 転 操 作 方 案 に よ る 。  

 

2- 2- 1 6 40 0V母 線 連 絡 盤 (LP-1 06 )                 

( 1 )数  量     1式  

(2 )形  式     屋 内 キ ュ ー ビ ク ル 型  

(3)寸  法 (参 考 ) W8 0 0×H230 0×D20 00 (mm ) 

( 4 )仕  様  

 N o . 2主 幹 及 び 母 線 連 絡 遮 断 器 に つ い て は N o . 1主 幹 と イ ン タ ー

ロ ッ ク を 構 築 す る 。  

(5)そ の 他  

 ・ 図 面 及 び 運 転 操 作 方 案 に よ る 。  

 

2- 2- 1 7 40 0Vフ ィ ー ダ 盤 (LP-1 07 )                

( 1 )数  量     1式  
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(2)形  式     屋 内 キ ュ ー ビ ク ル 型  

(3)寸  法 (参 考 ) W1 8 00×H23 0 0×D200 0(m m ) 

( 4 )仕  様  

各 負 荷 へ の 給 電 が 可 能 な よ う 配 線 用 遮 断 器 を 設 け 、 電 気 室 外

に 給 電 す る も の に つ い て は 地 絡 保 護 機 能 を 有 す る 。 ま た 、 電 力

量 計 付 き の 配 線 用 遮 断 器 は 伝 送 機 能 を 有 し 、 受 変 電 ・ 自 家 発 設

備 プ ロ セ ス 入 出 力 盤 に 電 力 量 信 号 を 伝 送 す る 。  

(5)そ の 他  

 ・ 図 面 及 び 運 転 操 作 方 案 に よ る 。  

  

2 - 2- 1 8 建 築 照 明 変 圧 器 盤 (LP-1 0 8)   

( 1 )数  量     1式  

(2 )形  式     屋 内 キ ュ ー ビ ク ル 型  

(3)寸  法 (参 考 ) W1 6 00×H23 0 0×D200 0(m m ) 

( 4 )仕  様  

 ① モ ー ル ド 変 圧 器 (1φ 100kV A 6 .6 kV / 21 0 -1 0 5V ) 

     ② 各 負 荷 へ の 給 電 が 可 能 な よ う 配 線 用 遮 断 器 を 設 け 、 電 気 室  

外 に 給 電 す る も の に つ い て は 地 絡 保 護 機 能 を 有 す る 。  

(5)そ の 他  

  ・ 図 面 及 び 運 転 操 作 方 案 に よ る 。  

        

2 - 2- 1 9 無 停 電 電 源 装 置 (UPS- 10 1～ 104 ) 

 ( 1 )数  量     1式  

(2 )形  式     屋 内 キ ュ ー ビ ク ル 型  

(3)寸  法 (参 考 ) W3 4 00×H23 0 0×D100 0(m m ) 

( 4 )仕  様  

 ① 整 流 器 (200 A  高 調 波 対 策 品 ) 

 ② イ ン バ ー タ (15k V A ) 

 ③ 蓄 電 池 (長 寿 命 型 MSE 30 0A H/ 1 0H R  54セ ル ) 

(5 )そ の 他  

  ・ 図 面 及 び 運 転 操 作 方 案 に よ る 。  

・ 既 設 撤 去 に 伴 い 処 置 が 必 要 な 場 合 は 考 慮 す る こ と 。  

 

2- 2- 2 0 直 流 電 源 装 置 (DC-0 1)  機 能 増 設   

(1 )数  量     1式  
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(2)機 能 増 設 内 容      

  ・ フ ィ ー ダ 名 称 変 更  

 ・ 移 設 に 伴 う 必 要 な 処 置 を 考 慮 す る こ と 。  

         

2 - 2- 2 1 消 化 ガ ス 発 電 設 備 連 絡 遮 断 器 盤 (HP- 1 1)機 能 増 設      

( 1 )数  量     1式  

(2 )機 能 増 設 内 容  

受 変 電 更 新 に 伴 い 移 設 流 用 し 、 No . 2動 力 変 圧 器 一 次 /コ ン デ

ン サ 一 次 盤 (HP- 10 6 )と 母 線 接 続 を 行 う 。  
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第 ３ 章  運 転 操 作 設 備 工 事  

 

第 １ 節  一 般 事 項  

  

3 - 1- 1  概  要  

 本 工 事 は 、 沈 砂 池 機 械 棟 受 変 電 設 備 更 新 、 コ ン ト ロ ー ラ 更 新

に 伴 う 運 転 操 作 に 必 要 な 電 気 設 備 工 事 を 行 な う も の で あ る 。  

 

3- 1- 2  設 備 機 器  

(1)受 変 電 ・ 自 家 発 設 備 プ ロ セ ス 入 出 力 盤 (R-SQ C- 10 1 ) 1式  

(2 )受 変 電 ・ 自 家 発 設 備 プ ロ セ ス 入 出 力 盤 (R-BR B- 10 1 ) 1式  

(3 )高 田 幹 線 沈 砂 池 汚 水 ポ ン プ ブ ロ ワ 設 備 コ ン ト ロ ー ラ  

(SPB - SQ C- 01 )機 能 増 設  1式  

(4)水 処 理 設 備 (1)コ ン ト ロ ー ラ (JF1 -S Q C- 0 1)機 能 増 設  1式  

(5)水 処 理 設 備 (2)コ ン ト ロ ー ラ (JF2 -S Q C- 0 1)機 能 増 設  1式  

 

3- 1- 3  工 事 範 囲  

(1)3 - 1- 2設 備 機 器 の 製 作 、 据 付 、 機 能 増 設 、 調 整 工 事  

(2)3 - 1- 2設 備 機 器 間 の 動 力 、 制 御 ケ ー ブ ル の 配 線 接 続 工 事  

(3)盤 架 台 製 作 据 付 工 事  

(4)接 地 幹 線 へ の 接 続 工 事  

(5)配 線 に 必 要 な 電 路 工 事  

(6)コ ン ト ロ ー ラ 更 新 に 伴 う 撤 去 工 事  

(7)そ の 他 必 要 な 工 事  
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第 ２ 節  機 器 仕 様  

3-2-1 受 変 電 ・ 自 家 発 設 備 プ ロ セ ス 入 出 力 盤 (R-SQ C -1 01 ) 

( 1 )数  量     1式  

(2 )形  式     屋 内 自 立 形  

(3)ハ ー ド ウ ェ ア 仕 様  

 ① 処 理 装 置    マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ  32b it以 上  

 ② 主 記 憶 装 置   機 能 を 実 現 さ せ る た め に 必 要 な 容 量  

 ③ 構 成      一 重 化 (電 源 部 、 処 理 装 置 ) 

 ④ 電 源 ・ 周 波 数  AC1 00V 50Hz 

 ⑤ 周 囲 温 度    0～ 40℃  

 ⑥ 準 拠 規 格    JI S  B  3 501 /3 50 2 /3 503  

 ⑦ プ ロ グ ラ ム 容 量  320 Kス テ ッ プ 程 度  

(4)ソ フ ト ウ ェ ア 仕 様  

 ① 機 能 概 要  

現 場 よ り プ ラ ン ト デ ー タ (デ ィ ジ タ ル 信 号 ・ ア ナ ロ グ 信 号 ・

パ ル ス 信 号 )を 入 力 し 、 必 要 な 制 御 機 能 を 構 成 す る 。  

ま た 、 デ ー タ 伝 送 路 を 介 し て 中 央 監 視 設 備 、 運 転 操 作 設 備 、

受 変 電 設 備 と の 信 号 伝 送 を 行 う 。 (当 該 設 備 は 極 力 停 止 時 間 を

短 縮 す る 必 要 が あ る た め 、 既 設 コ ン ト ロ ー ラ を 通 常 運 用 し な

が ら 新 コ ン ト ロ ー ラ の 試 験 調 整 を 行 う こ と ) 

 ② 主 要 機 能  

シ ー ケ ン ス 制 御 機 能 、 上 位 伝 送 機 能 、 RAS機 能  

③ 制 御 機 能  

 デ マ ン ド 監 視 機 能 、 力 率 調 整 機 能 、 停 復 電 操 作 機 能  

(5)入 出 力 処 理 点 数  

 DI - O  2 35点 程 度  

 AI - O  1 5点 程 度  

 PI   3点 程 度  

(6)伝 送 処 理 点 数  

 DI - O  4 8点 程 度  

 AI - O  1 7点 程 度  

 PI   2 8点 程 度  

(7)そ の 他 必 要 な も の   1式  
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3-2-2  受 変 電 ・ 自 家 発 設 備 プ ロ セ ス 入 出 力 盤 (R-BR B -1 01 ) 

新 設 す る 受 変 電 と コ ン ト ロ ー ラ 間 に お け る 信 号 の 増 幅 及 び 集

約 を 行 う 。  

(1)数  量     1式  

(2 )形  式     屋 内 形 自 立 単 位 閉 鎖 盤  

(3)付 属 品  

予 備 品 と し て 、 補 助 継 電 器 、 お よ び タ イ マ ー 等 の 取 付 数 の  

5％ （ 最 低 １ 個 ） を 付 属 す る こ と 。  

(4)そ の 他  

・ 図 面 お よ び 運 転 操 作 方 案 に よ る 。  

 

3- 2-3  高 田 幹 線 沈 砂 池 汚 水 ポ ン プ ブ ロ ワ 設 備 コ ン ト ロ ー ラ  

      ( S PB - SQ C- 01 )機 能 増 設  

受 変 電 ・ 自 家 発 設 備 プ ロ セ ス 入 出 力 盤 更 新 に 伴 い 、 コ ン ト

ロ ー ラ 間 伝 送 の 信 号 振 替 を 行 う 。  

(1)数  量    1式  

(2)機 能 増 設 内 容  

 ・ 取 合 い 先 コ ン ト ロ ー ラ 変 更 に 伴 う 伝 送 信 号 振 替  

(3)変 更 伝 送 点 数  

 DI - O  2点 程 度  

(4)そ の 他 必 要 な も の   1式  

 

3- 2-4  水 処 理 設 備 (1)コ ン ト ロ ー ラ (JF1- S QC - 01 )機 能 増 設  

受 変 電 ・ 自 家 発 設 備 プ ロ セ ス 入 出 力 盤 更 新 に 伴 い 、 コ ン ト

ロ ー ラ 間 伝 送 の 信 号 振 替 を 行 う 。  

(1)数  量    1式  

(2)機 能 増 設 内 容  

・ 取 合 い 先 コ ン ト ロ ー ラ 変 更 に 伴 う 伝 送 信 号 振 替  

(3)変 更 伝 送 点 数  

 DI - O  2点 程 度  

(4)そ の 他 必 要 な も の   1式  

 

3- 2-5  水 処 理 設 備 (2)コ ン ト ロ ー ラ (JF2- S QC - 01 )機 能 増 設  

受 変 電 ・ 自 家 発 設 備 プ ロ セ ス 入 出 力 盤 更 新 に 伴 い 、 コ ン ト

ロ ー ラ 間 伝 送 の 信 号 振 替 を 行 う 。  
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(1)数  量    1式  

(2)機 能 増 設 内 容  

・ 取 合 い 先 コ ン ト ロ ー ラ 変 更 に 伴 う 伝 送 信 号 振 替  

(3)変 更 伝 送 点 数  

 DI - O  1点 程 度  

(4)そ の 他 必 要 な も の   1式  

 



４ － １  

第 ４ 章  監 視 制 御 設 備 工 事  

 

第 １ 節  一 般 事 項  

4-1- 1  概  要   

 本 工 事 は 、 沈 砂 池 機 械 棟 受 変 電 設 備 更 新 に 伴 う 監 視 制 御 に 必

要 な 電 気 設 備 工 事 を 行 な う も の で あ る 。  

 

4- 1- 2  設 備 機 器  

(1) L CD監 視 制 御 装 置  (1)～ (2)( LC D- 0 1N , 2N )機 能 増 設  1式  

 

4- 1- 3  工 事 範 囲  

      ( 1 ) 4 - 1- 2設 備 機 器 の 機 能 増 設 、 調 整 工 事  

      ( 2 )そ の 他 必 要 な 工 事  

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

４ － ２  

第 ２ 節  機 器 仕 様  

    4 - 2 - 1   L CD監 視 制 御 装 置  (1)～ (2)(L CD -0 1 N, 02 N )機 能 増 設  

(1)数  量           1式  

(2 )機 能 増 設 内 容  

今 回 受 変 電 設 備 更 新 に 伴 う 信 号 の 取 込 み 及 び 削 除 を 行 う た め 、

LCD監 視 制 御 装 置 を 機 能 増 設 す る 。  

(3)入 出 力 点 数  

・ 以 下 の 入 出 力 点 数 を 増 設 す る 。  

DI-O今 回 約  292点 程 度  

AI-O今 回 約  36点 程 度  

PI 今 回 約  31点 程 度  

・ 以 下 の 入 出 力 点 数 を 削 除 す る 。  

DI-O今 回 約  213点 程 度  

AI-O今 回 約   28点 程 度  

PI 今 回 約   8点 程 度  

(4)画 面 枚 数  

          新 規      1枚 程 度  

機 能 増 設  1枚 程 度  

削 除   1枚 程 度  

(5)帳 票 枚 数  

          新 規   5枚 程 度  

機 能 増 設  1枚 程 度  

削 除   5枚 程 度  



 

 

５ － １  

第 ５ 章  施 工  

 

第 １ 節  一 般 事 項  

 

5- 1- 1  概  要  

 本 工 事 は 、 受 変 電 設 備 更 新 に 必 要 な 施 工 に つ い て 記 載 す る も

の で あ る 。  

 

5- 1- 2  設 備 機 器  

(1)仮 設 直 流 電 源 装 置  1式  

 

5- 1- 3  工 事 範 囲  

      ( 1 ) 5 - 1- 2設 備 機 器 の 手 配 、 調 整 工 事  

      ( 2 ) 5 - 1- 2設 備 機 器 の 仮 設 配 線 接 続 工 事  

(3)そ の 他 必 要 な 工 事  
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第 ２ 節  機 器 仕 様  

5-2- 1  仮 設 直 流 電 源 装 置   

(1 )数  量     1式  

(2 )仕  様 (参 考 ) 

 ① 整 流 器 (10A ) 

 ② 負 荷 電 圧 補 償 装 置 (10A)   

※ 100 V±10％ 以 内 (90- 11 0 V)を 確 保 で き る 場 合 は 必 ず し も  

 設 け る 必 要 は な い 。  

 ③ 蓄 電 池 (20AH /1 0 HR ) 

④ 配 線 用 遮 断 器 (負 荷 電 圧 補 償 装 置 前 ) 50 A F  2台   

⑤ 配 線 用 遮 断 器 (負 荷 電 圧 補 償 装 置 後 ) 50 A F  2台  

(3 )そ の 他  

 ・ 仮 設 期 間  3か 月 程 度  

 ・ 上 記 は 参 考 値 と し ,直 流 電 源 装 置 移 設 お よ び 受 変 電 切 替  

期 間 中 の 必 要 直 流 電 源 容 量 と 期 間 を 確 保 す る こ と 。  

  



　本工事の運転操作方案は，標準的な機器の運転操作の概要を示しているものであり，詳細については，

打ち合わせによって決定する。

(1) 運転方式

運転方式の表現は，操作場所，切換方式，条件及び符合で表現する。

a) 操作場所の表し方

　該当する操作場所内にある切換スイッチ（COS），操作スイッチ（CS）を破線で囲み，操作場所を明記する。

b) 切換方式，操作方式の表し方

　切換スイッチ（COS），操作スイッチ（CS）等の符号にて明記する。

c) 運転条件の表し方

　切運転に必要な各条件を項目にして明記する。

d) 制御機器の表し方

　制御機器の制御状態と共に明記する。

第６章　運転操作方案

第1節　共通事項

Z Z

C O S
：切換スイッチ（Z：操作場所，運転モード等を記入）

Z Z

C  S
：操作スイッチ（Z：操作方式を記入）

Z Z

SS＋MS
：2挙動スイッチ（Z：操作方式を記入）

Z Z

P B S
：押釦スイッチ（Z：操作方式を記入）

X
Y

：制御機器（X：機器名称，Y：状態）
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e) 各種条件符号の表し方

(2) 表示方式

a) 表示方式の表現は，運転，状態，故障表示に分類し，該当する項目に○印を記入する。

b) 停止条件の表し方

　T：遮断

　S：遮断不可

　K：軽故障（故障表示のみ）

c) 過負荷は，MCCBトリップ及びサーマルリレーONのいずれかにより表示する。

(3) 員数は，下記とする。

×○/△/□

　全体員数

　今回員数

　既設員数

Z
T S ：条件

Z：条件信号名
T：判定条件（＞≦等）
S：設定値は信号発生の動作

AND AND

OR OR

NOT

信号の流れ

：信号の分岐

：信号の授受なし
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（HP-101）

×0/1/1

AND

AND

運転条件

注)　×n/n/nは，既設/今回/全体を示す。

運転条件

受電遮断器 切

切 入

断路器

フック棒操作

切 入

運　転　方　式 既設 0 台 今回

kW区分 沈砂池機械棟 機器名称 受電断路器 容量 －

1 台 全体 1 台

6－3



計
器
類

故
障
表
示

運
転
操
作

運
転
表
示
・
状
態
表
示

LCD

〇

切 ○

受電断路器 入 〇

備　　考項　　　目
停止
条件

MC
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（HP-102） （LCD-01N,02N）

×0/1/1

×0/1/1 ×0/1/1

OR

OR

AND

OR NOT

AND

運転条件1 運転条件2

注)　×n/n/nは，既設/今回/全体を示す。

現場 中央

SS+MS

切 入

運転条件1

切 入

1 台

ユニット
コントローラ

ユニット
コントローラ

運　転　方　式 既設 0 台 今回

kW区分 沈砂池機械棟 機器名称 受電遮断器 容量 －

1 台 全体

運転条件2

保護Ry動作でない(過電流,不足電圧,地絡) 発電母線遮断器 切

受電遮断器

切 入
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○

○

力率計 ○ ○

電力量計

周波数計 ○

○

○

無効電圧計

○

電圧計 ○ ○

計
器
類

電流計 〇 〇

○

電力計

故
障
表
示

母線不足電圧

母線過電圧

HP-107表示

HP-107表示

ローカル局異常 ○

地絡 T ○ SOGにて検出

地絡過電圧 T ○ ○

不足電圧 T ○ ○

過電流 T 〇 〇

運
転
操
作

○操作SW 入-切 ○

切替SW 現場-中央 〇

切 ○

入 ○ ○

中央 ○

受電遮断器 現場 〇

○
運
転
表
示
・
状
態
表
示

LCD 備　　考項　　　目
停止
条件

MC
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（HP-103） （LCD-01N,02N）

×0/1/1 ×0/1/1

×0/1/1 ×0/1/1

OR

OR

OR

AND

OR NOT

AND

運転条件1 運転条件2

注)　×n/n/nは，既設/今回/全体を示す。

27（不足電圧）動作

発電母線
遮断器

運転条件1

切 入 切 入

SS+MS

ユニット
コントローラ

現場 中央

台 全体 1 台

ユニット
コントローラ

SS+MS

手動 自動

運　転　方　式 既設 0 台 今回

kW区分 沈砂池機械棟 機器名称 発電母線遮断器 容量 －

1

保護Ry動作でない(過電流) 発電母線遮断器 切　かつ　発電機遮断器 切

運転条件2

切 入
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計
器
類

電流計 〇

電圧計 ○

故
障
表
示

過電流 T 〇

ローカル局異常 ○

〇

操作SW 入-切 ○ ○

運
転
操
作

切替SW 現場-中央 〇

切替SW 手動-自動 ○

切 ○

入 ○ ○

自動 ○

手動 ○

発電母線遮断器 現場 〇

LCD

運
転
表
示
・
状
態
表
示

中央 ○

備　　考項　　　目
停止
条件

MC

○
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（HP-104A） （LCD-01N,02N）

×0/1/1

×0/1/1 ×0/1/1

OR

OR

AND

OR NOT

運転条件

注)　×n/n/nは，既設/今回/全体を示す。

保護Ry動作でない(過電流、地絡)

運転条件

切 入 切 入

SS+MS

ユニット
コントローラ

現場 中央

全体 1 台

脱水機棟動力変圧器
一次遮断器

入切

ユニット
コントローラ

運　転　方　式 既設 0 台 今回

kW区分 沈砂池機械棟 機器名称 脱水機棟 動力変圧器一次遮断器 容量 －

1 台
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電力量計 ○

計
器
類

電流計 〇

○

〇

故
障
表
示

過電流 T 〇

ローカル局異常 ○

○地絡 T ○

〇

運
転
操
作

切替SW 現場-中央 〇

操作SW 入-切 ○ ○

切 ○

入 ○ ○

中央 ○

脱水機棟 動力変圧器一次遮断器 現場 〇

○

LCD

運
転
表
示
・
状
態
表
示

備　　考項　　　目
停止
条件

MC
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（HP-104B） （LCD-01N,02N）

×0/1/1

×0/1/1 ×0/1/1

OR

OR

AND

OR NOT

運転条件

注)　×n/n/nは，既設/今回/全体を示す。

保護Ry動作でない(過電流、地絡)

運転条件

切 入 切 入

SS+MS

ユニット
コントローラ

現場 中央

全体 1 台

脱水機棟照明変圧器
一次遮断器

切 入

ユニット
コントローラ

運　転　方　式 既設 0 台 今回

kW区分 沈砂池機械棟 機器名称 脱水機棟 照明変圧器一次遮断器 容量 －

1 台
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電力量計 ○

計
器
類

電流計 〇

○

〇

故
障
表
示

過電流 T 〇

ローカル局異常 ○

○地絡 T ○

〇

運
転
操
作

切替SW 現場-中央 〇

操作SW 入-切 ○ ○

切 ○

入 ○ ○

中央 ○

脱水機棟 照明変圧器一次遮断器 現場 〇

○

LCD

運
転
表
示
・
状
態
表
示

備　　考項　　　目
停止
条件

MC
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（HP-105A） （LCD-01N,02N）

×0/1/1

×0/1/1 ×0/1/1

OR

OR

AND

OR NOT

運転条件

注)　×n/n/nは，既設/今回/全体を示す。

区分 沈砂池機械棟 機器名称 照明変圧器一次遮断器 容量 － kW

1 台 全体 1 台運　転　方　式 既設 0 台 今回

現場 中央

切 入 切 入

SS+MS

運転条件

切 入

照明変圧器
一次遮断器

保護Ry動作でない(過電流)

ユニット
コントローラ

ユニット
コントローラ
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MC項　　　目
停止
条件

LCD

中央 ○

照明変圧器一次遮断器 現場 〇

○

備　　考

切 ○

入 ○ ○運
転
表
示
・
状
態
表
示

運
転
操
作

切替SW 現場-中央 〇

操作SW 入-切 ○ ○

〇

ローカル局異常 ○

故
障
表
示

過電流 T 〇

電力量計 ○

計
器
類

電流計 〇

○

〇
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（HP-105B） （LCD-01N,02N）

×0/1/1 ×0/1/1

×0/1/1 ×0/1/1

OR

OR

R-SQC-101

OR

AND

OR NOT

運転条件

注)　×n/n/nは，既設/今回/全体を示す。

区分 沈砂池機械棟 機器名称 No.1動力変圧器一次遮断器 容量 － kW

1 台 全体 1 台運　転　方　式 既設 0 台 今回

SS+MS

現場 中央 手動 自動

ユニット
コントローラ

ユニット
コントローラ SS+MS

切 入 切 入

復電制御

運転条件

動力変圧器
一次遮断器

切 入

保護Ry動作でない(過電流)
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MC項　　　目
停止
条件

LCD

中央 ○

No.1動力変圧器一次遮断器 現場 〇

○

備　　考

自動 ○

手動 ○

切 ○

入 ○ ○

運
転
表
示
・
状
態
表
示

切替SW 現場-中央 〇

切替SW 手動-自動 ○

操作SW 入-切 ○ ○

運
転
操
作

過電流 T 〇 〇

ローカル局異常 ○

故
障
表
示

計
器
類

電流計 〇 〇

電力量計 ○ ○
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（HP-106A） （LCD-01N,02N）

×0/1/1 ×0/1/1

×0/1/1 ×0/1/1

OR

OR

R-SQC-101

OR

AND

OR NOT

運転条件

注)　×n/n/nは，既設/今回/全体を示す。

区分 沈砂池機械棟 機器名称 No.2動力変圧器一次遮断器 容量 － kW

1 台 全体 1 台運　転　方　式 既設 0 台 今回

現場 中央

切 入 切 入

SS+MS

運転条件

切 入

動力変圧器
一次遮断器

保護Ry動作でない(過電流)

ユニット
コントローラ

ユニット
コントローラ

SS+MS

手動 自動

復電制御
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MC項　　　目
停止
条件

LCD

中央 ○

No.2動力変圧器一次遮断器 現場 〇

○

備　　考

自動 ○

手動 ○

切 ○

入 ○ ○

運
転
表
示
・
状
態
表
示

運
転
操
作

切替SW 現場-中央 〇

切替SW 手動-自動 ○

操作SW 入-切 ○ ○

〇

ローカル局異常 ○

故
障
表
示

過電流 T 〇

電力量計 ○

計
器
類

電流計 〇

○

〇
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（HP-106B） （LCD-01N,02N）

×0/1/1

×0/1/1 ×0/1/1

OR

OR

AND

OR NOT

運転条件

注)　×n/n/nは，既設/今回/全体を示す。

区分 沈砂池機械棟 機器名称 コンデンサ一次遮断器 容量 － kW

1 台 全体 1 台運　転　方　式 既設 0 台 今回

現場 中央

切 入 切 入

SS+MS

運転条件

切 入

コンデンサ
一次遮断器

保護Ry動作でない(過電流)

ユニット
コントローラ

ユニット
コントローラ
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MC項　　　目
停止
条件

LCD

中央 ○

コンデンサ一次遮断器 現場 〇

○

備　　考

切 ○

入 ○ ○運
転
表
示
・
状
態
表
示

運
転
操
作

切替SW 現場-中央 〇

操作SW 入-切 ○ ○

〇

ローカル局異常 ○

故
障
表
示

過電流 T 〇

電力量計 ○

計
器
類

電流計 〇

○

〇
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（HP-11）

×1/0/1

AND

OR NOT

AND

運転条件1 運転条件2

注)　×n/n/nは，既設/今回/全体を示す。

運転条件2

保護Ry動作でない(過電流,地絡) 発電機引込遮断器　切

切 入

運　転　方　式 既設 1 台 今回

kW区分 沈砂池機械棟 機器名称 消化ガス発電設備 連絡遮断器 容量 －

0 台 全体 1 台

切 入

CS

運転条件1

発電設備
連絡遮断器
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備　　考項　　　目
停止
条件

MC

運
転
表
示
・
状
態
表
示

LCD

○

切 ○

消化ガス発電設備 連絡遮断器 入 ○

操作SW 入-切 ○ ○

運
転
操
作

方向地絡 T ○ ○

○

逆電力 ○

地絡過電圧 ○

保護Ry異常 ○ ○

故
障
表
示

過電流 T 〇

電圧計 ○

計
器
類

電流計 〇

電力量計（発電） ○

電力量計（商用） ○
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（HP-108/110） （LCD-01N,02N）

×0/1/1 ×0/3/3

×0/1/1 ×0/3/3

OR

OR

R-SQC-101

OR

AND

OR NOT

運転条件

注)　×n/n/nは，既設/今回/全体を示す。

力率による制御

COS

CS

2E動作でない

ヒューズ断でない

SC膨張でない

保護Ry動作でない(過電流) ﾘｱｸﾄﾙ故障でない

切 入

コンデンサ
遮断器

運転条件

切 入 切 入

SS+MS

SS+MS

現場 中央 手動 自動

運　転　方　式 既設 0 台 今回

kW区分 沈砂池機械棟 機器名称 No.1/3コンデンサ遮断器 容量 －

3 台 全体 3 台
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計
器
類

電流計 〇

故
障
表
示

ﾘｱｸﾄﾙ故障 T ○ ○

ヒューズ断 T ○ ○

SC膨張 T ○ ○

2E動作 T ○ ○

過電流 T 〇 〇

操作SW 入-切 ○ ○

運
転
操
作

切替SW 現場-中央 〇

切替SW 手動-自動 ○

運
転
表
示
・
状
態
表
示

切 ○

入 ○ ○

自動 ○

手動 ○

LCD

中央 ○

No.1/3コンデンサ遮断器 現場 〇

○

備　　考項　　　目
停止
条件

MC
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運転条件

注)　×n/n/nは，既設/今回/全体を示す。

運　転　方　式 既設 0 台 今回

kW区分 沈砂池機械棟 機器名称 No.1動力変圧器一次開閉器 容量 －

1 台 全体 1 台
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備　　考項　　　目
停止
条件

MC

運
転
表
示
・
状
態
表
示

LCD

常用

No.1動力変圧器一次開閉器 試験

切 ○ ○

入 ○ ○

運
転
操
作

スナップSW 試験-常用 〇 盤内

〇ヒューズ断 〇

〇 LP-102表示

温度高 ○ ○ LP-102表示

No.1動力変圧器 二次地絡 〇

計
器
類

故
障
表
示

No.1動力変圧器一次開閉器

6－26



（LP-103） （LCD-01N,02N）

×0/1/1

×0/1/1 ×0/1/1

OR

OR

AND

OR NOT

運転条件

注)　×n/n/nは，既設/今回/全体を示す。

運　転　方　式 既設 0 台 今回

kW区分 沈砂池機械棟 機器名称 No.1動力変圧器二次MCCB 容量 －

1 台 全体 1 台

No.2動力Tr二次MCCB入かつ低圧母連MCCB入でない

No.1動力変圧器
二次MCCB

切 入

運転条件

COS

現場 中央

SS+MS

切 入

CS

切 入
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備　　考項　　　目
停止
条件

MC

運
転
表
示
・
状
態
表
示

LCD

中央

No.1動力変圧器二次MCCB 現場

○

切 ○

入 ○ ○

210V主幹MCCB 現場

入 ○ ○

中央 ○

切 ○

運
転
操
作

切替SW 現場-中央 〇

操作SW 入-切 ○ ○

〇断 〇

〇

地絡 ○ ○

MCCB断分岐フィーダ 〇

210V主幹MCCB 断 ○ ○

210V分岐フィーダ MCCB断 〇 〇

地絡 ○ ○

電圧計（400V） ○

計
器
類

電流計（400V） 〇

故
障
表
示

No.1動力変圧器二次MCCB

〇

電流計（200V） 〇

○

分岐フィーダ電力量計 ○

○電圧計（200V） ○

○

〇

6－28



運転条件

注)　×n/n/nは，既設/今回/全体を示す。

運　転　方　式 既設 0 台 今回

kW区分 沈砂池機械棟 機器名称 No.2動力変圧器一次開閉器 容量 －

1 台 全体 1 台

6－29



備　　考項　　　目
停止
条件

MC

運
転
表
示
・
状
態
表
示

LCD

常用

No.2動力変圧器一次開閉器 試験

○

切 ○

入 ○

運
転
操
作

スナップSW 試験-常用 〇 盤内

〇ヒューズ断 〇

〇 LP-105表示

温度高 ○ ○ LP-105表示

No.2動力変圧器 二次地絡 〇

計
器
類

故
障
表
示

No.2動力変圧器一次開閉器
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（LP-106） （LCD-01N,02N）

（共通）

×0/1/1

×0/1/1 ×0/1/1

OR

OR

AND

OR NOT

運転条件

注)　×n/n/nは，既設/今回/全体を示す。

No.2動力変圧器
二次MCCB

切 入

区分 沈砂池機械棟 機器名称 No.2動力変圧器二次MCCB 容量 －

1 台 全体 1 台運　転　方　式 既設 0 台 今回

kW

COS

現場 中央

切 入 切 入

CS SS+MS

運転条件

No.1動力Tr二次MCCB入かつ低圧母連MCCB入でない
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MC

中央

No.2動力変圧器二次MCCB 現場

○

備　　考

入 ○ ○

切 ○

項　　　目
停止
条件

LCD

運
転
表
示
・
状
態
表
示

運
転
操
作

切替SW 現場-中央 〇 （共通）

操作SW 入-切 ○ ○

故
障
表
示

No.2動力変圧器二次MCCB 断 〇 〇

個別フィーダ MCCB断 〇 〇

地絡 ○ ○

計
器
類

電流計　 〇 〇

電圧計　 ○
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（LP-106） （LCD-01N,02N）

（共通）

×0/1/1

×0/1/1 ×0/1/1

OR

OR

AND

OR NOT

運転条件

注)　×n/n/nは，既設/今回/全体を示す。

区分 沈砂池機械棟 機器名称 低圧母連MCCB 容量 － kW

1 台 全体 1 台運　転　方　式 既設 0 台 今回

COS

現場 中央

切 入 切 入

CS SS+MS

運転条件

低圧母連
二次MCCB

切 入

No.1動力Tr二次MCCB入かつNo.2動力Tr二次MCCB入でない
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MC項　　　目
停止
条件

LCD

中央

低圧母連MCCB 現場

○

備　　考

切 ○

入 ○ ○運
転
表
示
・
状
態
表
示

運
転
操
作

切替SW 現場-中央 〇 （共通）

操作SW 入-切 ○ ○

故
障
表
示

低圧母連MCCB 断 〇 〇

計
器
類
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運転条件

注)　×n/n/nは，既設/今回/全体を示す。

運　転　方　式 既設 0 台 今回

kW区分 沈砂池機械棟 機器名称 建築照明変圧器 容量 －

1 台 全体 1 台
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電圧計 ○ ○

計
器
類

電流計 〇 〇

地絡 ○ ○

分岐フィーダ MCCB断 ○ ○

故
障
表
示

建築照明変圧器 二次地絡 〇 〇

温度高 ○ ○

運
転
操
作

運
転
表
示
・
状
態
表
示

LCD 備　　考項　　　目
停止
条件

MC
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